
【 集計結果 】

取組を行っている企業・団体の数：３７８団体 （アンケート回答37団体、その他加算341団体）

【 回答団体一覧 】 （50音順）

• 旭化成株式会社
• 活き活き東京湾研究会
• 株式会社 NUC
• 川崎市環境総合研究所
• 麒麟麦酒株式会社 横浜工場
• コアレックス三栄（株）東京工場
• JXTGエネルギー（株）川崎製油所
• JNC石油化学株式会社市原製造所
• 昭和電工株式会社 秩父事業所
• 昭和電工株式会社 千葉事業所
• 住友化学（株）千葉工場
• 住友重機械工業株式会社 横須賀製造所
• 第三管区海上保安本部
• 太平洋製糖株式会社
• DEXTE-K
• 東亜建設工業（株）
• 東京海洋大学
• （株）東芝 浜川崎工場
• 日油株式会社川崎事業所
• 日本冶金工業株式会社
• 株式会社 日本海洋生物研究所
• 日本工営株式会社
• （株）日立製作所中央研究所
• 認定NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会
• 横浜国立大学
• 横浜・八景島シーパラダイス
• その他11団体

【 アンケートフォーム 】

【 取組の種類 】 対象：アンケート回答 37団体＋東京湾環境一斉調査報告書掲載 6団体

？

第二期の行動計画の期間において
増加傾向となることを期待

【 取組内容の具体例 】

アンケート選択肢 団体数 活動内容（複数回答）

環境保全・改善
自然再生

37 排水に関する配慮 27
環境調査の実施 25
海域汚染に関する配慮 16
生物共生護岸の設置 1
環境改善型の港湾構造物の利用 1
水際の緑化 4
ビオトープの造成 2
その他 1

イベント開催 21 環境学習 7
ゴミ拾い 11
水遊び 1
海のフォトコンテスト 1
その他 2

環境活動支援 15 官民連携フォーラムへの参加 5
東京湾大感謝祭への参加 4
東京湾の環境に関する募金や助成 1
イベント支援・協賛 4
その他 6

アクセス・景観 10 海へのアクセスに関する配慮 4
海や運河から見たときの景観配慮 6
その他 2

その他 1 河川の目視パトロール 1

アンケート以外の団体数の集計結果
①東京湾環境一斉調査参加 ： 144 団体（調査項目間の重複除く）

②東京湾大感謝祭2015 参加 ： 86 団体（広場＋1号館）

③官民連携フォーラム 参加 ： 111 団体（H28年4月時点）

事業所周辺の清掃活動を通じて
環境保全活動の重要性を認識
（JNC石油化学株式会社 市原製造所）

東京湾環境一斉調査HPより

2015年度
（対象：24団体）

東京湾再生のための行動計画（第二期） とは
【快適に水遊びができ、「江戸前」をはじめ多くの生物が生息する、親しみやすく美しい「海」を取り戻し、
首都圏にふさわしい「東京湾」を創出する。】ことを目標として、東京湾に関連する関係省庁及び地方
自治体からなる東京湾再生推進会議が平成25年5月に策定した計画。計画期間は平成25～34年度
（2013～2022年度）までの10年間。

2016年度
（対象：43団体）

東京湾環境一斉調査報告書より

東京湾環境一斉調査を
平成20年度から継続実施
（東京湾再生推進会議モニタリング分科会等）

回答数が増えた景観配慮の取組みで
横浜市「みなと色彩計画（S63～）」
に協力しているという回答が多かった

【 年度ごとの推移 】

世代を超えた多様な立場の人々が協働し、未来に向けて環境の再生に取り組んでいます。


